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― 
移
動
格
差
、
統
治
性
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

　

2
0
2
5
年
を
彩
っ
た
大
阪
・
関
西
万
博
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
関
心
を
集
め
た
も
の
に
未
来
の
移
動
が
あ
っ
た
。「
ス

マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
万
博
」
と
公
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
の
万
博
で
は
、
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
や
E
V
バ
ス
、
自
動
運
転
な
ど

最
先
端
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

近
代
以
降
の
科
学
技
術
と
資
本
主
義
の
拡
大
は
、
移
動
手
段
の
変
革
の
歴
史
で
も
あ
り
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
明
る
い
未
来
へ
の
期
待
は
、
常
に
新
た
な
移
動
へ
の
期
待
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
I
C
T
や
I
o
T
、

そ
し
て
A
I
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
移
動
を
効
率
化
、
最
適
化
す
る
と
い
う
言
説
が
、
交
通
政

策
や
都
市
政
策
、
地
域
政
策
で
広
く
共
有
さ
れ
る
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
本
稿
で
考
え
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
「
ど
の
よ
う
に
し
て
よ
り
速
く
、
効
率
的
な
移
動
を
実
現
で
き
る
か
」
で
は

な
い
。
多
く
の
言
説
が
ス
マ
ー
ト
な
移
動
の
理
想
化
に
向
か
う
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー

ズ
＊
1

（
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
／digital m

obilities

）［
9
］
の
課
題
に
も
光
を
当
て
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
見
逃

さ
れ
が
ち
だ
が
、
移
動
は
社
会
階
層
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
年
齢
、
国
籍
、
障
が
い
、
ケ
ア
責
任
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
、
言
語
な
ど

の
交
差
す
る
差
異
に
強
く
規
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
移
動
が
ス
マ
ー
ト
に
な
る
ほ
ど
、
よ
り
極
端
な
形

で
「
便
利
に
な
る
移
動
」
と
「
そ
こ
か
ら
置
き
去
り
に
さ
れ
る
移
動
」、「
移
動
性
（m

obilities

）」
と
「
不
動
性

（im
m

obilities

）」
が
同
時
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
1
）  

移
動
を
め
ぐ
る
格
差
と
不
平
等

　

こ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
提
示
し
た
い
の
が
、「
移
動
格
差
（m

obility gap

）」
で
あ
る
。
移
動
格
差
と
は
、「
人
々

の
移
動
を
め
ぐ
る
機
会
や
結
果
の
格
差
と
不
平
等
、
そ
れ
が
原
因
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
排
除
と
階
層
化
」
と
定
義

さ
れ
る［
26
］。

　

移
動
格
差
を
考
え
る
際
に
は
、
結
果
と
し
て
の
移
動
だ
け
で
な
く
、
移
動
で
き
る
可
能
性
と
い
う
潜
在
的
な
実
現
可
能
性

か
ら
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
ス
イ
ス
の
社
会
学
者
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
カ
ウ
フ
マ
ン
（V

incent K
aufm

ann

）
は
、

潜
在
的
な
移
動
可
能
性
、
つ
ま
り
個
々
人
が
移
動
を
可
能
に
す
る
能
力
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
潜
在
能
力
を
自
分
の
移
動
や

活
動
に
役
立
て
る
こ
と
を
「
可
動
性
（m

otility

）」
と
概
念
化
し
た
。
そ
れ
は
、
①
ア
ク
セ
ス
゠
移
動
の
た
め
に
利
用
可
能

ス
マ
ー
ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
時
代

1

伊
藤 

将
人　
国
際
大
学
G
L
O
C
O
M
研
究
員
・
講
師

移
動
格
差
と
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

2
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な
選
択
肢
を
選
べ
る
条
件
（
移
動
や
通
信
が
利
用
可
能
な
経
済
的
・
時
空
間
的
条
件
な
ど
）、
②
ス
キ
ル
゠
ア
ク
セ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
（
運
転
ス
キ
ル
、
情
報
調
査
能
力
や
地
図
読
解
能
力
な
ど
）、
③
多
様
な
移
動
の

選
択
肢
の
中
で
何
を
求
め
実
践
す
る
か
の
計
画
や
欲
求
（
価
値
観
、
認
識
、
習
慣
、
経
験
な
ど
と
関
連
し
て
形
成
さ
れ
る
）

か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る［
13
］。

　

可
動
性
の
議
論
を
踏
ま
え
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
移
動
格
差
を
少
な
く
と
も
三
つ
の
側
面
か
ら
再
編
成

す
る
。
第
一
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
利
用
を
実
現
す
る
通
信
環
境
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
、
ア
プ

リ
利
用
や
電
子
決
済
、
デ
ジ
タ
ル
I
D
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
的
側
面
で
あ
る
。
第
二
に
、
計
算
・
配
分
的
側
面
で
、
こ
れ
は
デ

ー
タ
に
基
づ
く
需
要
予
測
や
最
適
配
車
、
信
用
ス
コ
ア
、
リ
ス
ク
判
定
な
ど
の
側
面
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
個
人
の
デ

ー
タ
と
し
て
記
録
さ
れ
る
移
動
／
さ
れ
な
い
移
動
の
差
な
ど
の
可
視
性
の
側
面
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
決
し
て
中
立
的
で
は
な
く
、「
何
を
測
り
、
誰
を
数

え
、
ど
の
移
動
を
理
想
化
・
最
適
化
す
る
の
か
」
と
い
っ
た
規
範
を
強
く
含
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

デ
ー
タ
が
集
ま
り
や
す
い
場
所
（
都
市
）・
集
ま
り
や
す
い
人
の
移
動
手
段
（
自
動
車
や
公
共
交
通
ユ
ー
ザ
ー
）
が
標
準
と

な
り
、
デ
ー
タ
化
さ
れ
に
く
い
移
動
（
ケ
ア
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
非
ス
マ
ホ
利
用
者
の
移
動
な
ど
）
は
周
縁
化
さ
れ
や
す
い
可

能
性
が
あ
る
。

（
2
）  

デ
ー
タ
化
、
バ
ー
チ
ャ
ル
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

・
移
動
・
移
住
管
理
の
デ
ー
タ
化
と
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
リ
ー
ト

　

デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
、
交
通
だ
け
で
な
く
、
観
光
、
移
住
、
就
労
、
教
育
、
国
境
管
理
な
ど
あ
ら
ゆ
る
移
動

に
横
断
的
に
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
国
境
を
越
え
る
移
動
・
移
住
管
理
の
デ
ー
タ
化［
4
］
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
る［
16
］。

国
境
を
越
え
る
前
に
、
デ
ジ
タ
ル
端
末
と
そ
れ
ら
が
生
成
す
る
デ
ー
タ
は
、
誰
が
特
権
的
な
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
リ
ー
ト

（kinetic elites

）
で
、
誰
が
キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
（kinetic underclasses

）
な
の
か
を
事
前
に
選
別
す

る［
1
］。
国
境
管
理
は
い
ま
や
デ
ー
タ
や
識
別
、
監
視
、
リ
ス
ク
評
価
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で

は
移
動
主
体
が
分
類
さ
れ
、
人
々
の
移
動
可
能
性
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
バ
ー
チ
ャ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
移
動
の
再
編

　

バ
ー
チ
ャ
ル
な
移
動
を
め
ぐ
っ
て
も
格
差
は
生
じ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
以
降
、
急
速
に
普
及
し
た
ズ
ー
ム
（Zoom

）

を
介
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
な
学
生
の
移
動
だ
が
、
同
じ
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
移
動
で
も
、
経
験
は
均
一
で
は
な
く
、
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
条
件
や
生
活
環
境
に
よ
っ
て
分
化
し
、
移
動
と
学
び
の
新
た
な
不
平
等
（
学
習
経
験
・
帰
属
感
・
参
加
機
会
の
偏

在
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る［
6
］。
ま
た
、
身
体
的
・
精
神
的
不
自
由
が
あ
っ
て
も
仮
想
空
間
上
の
移
動
を
可
能
に
す
る
V
R

（virtual reality

）
だ
が
、
実
は
そ
こ
に
も
酔
い
や
す
さ
や
長
時
間
の
利
用
の
し
や
す
さ
を
め
ぐ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
や
障
が
い
の
有
無
に
よ
る
差
が
存
在
す
る［
27
］。
移
動
の
バ
ー
チ
ャ
ル
化
が
も
た
ら
す
の
は
、
単
純
な
移
動
格
差
の
消
滅

で
は
な
く
、
移
動
格
差
の
再
編
な
の
で
あ
る
。

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
資
本
主
義
と
移
動

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
影
響
も
見
逃
せ
な
い
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
移
動
を
単
に
媒
介
す
る
の
で
は
な
く
、
評
価
や
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報
酬
配
分
、
規
約
変
更
な
ど
を
通
じ
て
、
移
動
の
条
件
そ
の
も
の
を
統
治
す
る
装
置
と
し
て
機
能
す
る
。H

ill

［
12
］
は
、
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
資
本
主
義［
20
］［
29
］
の
下
で
の
移
動
の
軌
跡
が
労
働
や
価
値
化
の
回
路
に
組
み
込
ま
れ
、
行
動
が
評
価
と

報
酬
に
接
続
さ
れ
る
過
程
を
示
し
た
。
ウ
ー
バ
ー
（U

ber

）
は
、
そ
の
最
た
る
例
だ
ろ
う
。
さ
ら
にStehlin

ら［
21
］
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
が
都
市
空
間
の
生
産
と
結
び
つ
く
複
数
の
移
動
を
類
型
化
し
、
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が
都

市
化
の
様
式
と
し
て
拡
張
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
事
実
は
、
各
種
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
に
お
け
る
ス
マ
ー

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
位
置
づ
け
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
。

・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
3.0 

　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
側
面
に
も
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。
A
I
や
各
種
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
や
ス
マ
ー

ト
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化
を
支
え
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
分
析
を
通
じ
て
、
都
市
の
統
治
を
め
ぐ
る
規
範
を
技
術
的

合
理
性
へ
と
傾
け
る［
14
］。
社
会
学
者
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（A

nthony Elliott

）
は
、
こ
う
し
た
局
面
を
「
モ

ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
3.0
」
と
呼
ぶ［
8
］。
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
1.0
と
は
人
、
モ
ノ
、
資
本
、
情
報
等
が
移
動
す
る
状
況
が
常
態
化
し

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が
生
成
し
た
段
階
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
2.0
と
は
私
た
ち
の
生
（lives

）
が
移
動
に
お
い
て
大
き
く
変
容

し
始
め
た
段
階
で
あ
り
、
現
在
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
3.0
の
段
階
と
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
が
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
深

く
絡
ま
り
合
い
強
度
を
増
し
て
い
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
段
階
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
M
a
a
S
（M

obility as a Service

）
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
デ

ー
タ
と
A
I
を
核
に
サ
ー
ビ
ス
設
計
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る［
17
］。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
的
に
あ
ら
ゆ
る
移

動
は
管
理
さ
れ
、
管
理
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
移
動
を
め
ぐ
る
格
差
や
不
平
等
は
固
定
化
・
階
層
化
さ
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
。

・
技
術
解
決
主
義
の
万
能
性
と
統
治
性
に
対
す
る
批
判
的
視
点

　

以
上
の
研
究
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
知
見
は
、
一
見
す
る
と
異
な
る
対
象
に
関
心
を
向
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
こ

に
は
い
く
つ
か
の
共
通
の
論
点
が
存
在
す
る
。

　

第
一
は
、「
技
術
解
決
主
義
の
万
能
性
に
対
す
る
批
判
的
視
点
」
で
あ
る
。
と
も
す
る
と
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

は
あ
ら
ゆ
る
移
動
を
め
ぐ
る
課
題
解
決
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
が
、
現
実
に
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
話
で
は
な
い
。
逆
に
、
移

動
格
差
を
拡
大
す
る
可
能
性
さ
え
も
あ
る
。
社
会
学
者
の
野
村
実［
28
］
は
、
自
身
の
経
験
に
即
し
て
こ
う
語
る
。「
い
ま
困

っ
て
い
る
人
を
目
の
前
に
『
自
動
運
転
が
あ
れ
ば
（
そ
ん
な
問
題
は
）
解
決
す
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
』
と
言
え
ま
す
か
？
」

「
い
ま
困
っ
て
い
る
人
に
『
自
動
運
転
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
』
と
言
え
る
は
ず
も
な
い
」

　

第
二
に
、「
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
を
め
ぐ
る
統
治
性
（governm

entality

）
へ
の
批
判
的
視
点
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
研
究
は
移
動
が
い
か
に
統
治
さ
れ
う
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
フ
ー
コ
ー
的
な

統
治
性
概
念
だ
け
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
介
在
す
る
現
代
の
統
治
を
十
分
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
参
考

に
な
る
の
がBæ

renholdt

［
2
］
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
たgovernm

obility

と
い
う
新
た
な
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
は
モ
ビ
リ
テ

ィ
ー
ズ
を
め
ぐ
る
統
治
の
変
化
を
捉
え
る
た
め
に
、
統
治
性
概
念
を
批
判
的
に
継
承
し
つ
つ
、
統
治
を
、
常
時
接
続
を
通
じ

た
営
み
と
し
て
再
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
統
治
性
の
観
点
か
ら
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

　

① �

移
動
・
移
住
管
理
の
デ
ー
タ
化
は
、
国
境
を
線
で
は
な
く
デ
ー
タ
と
リ
ス
ク
評
価
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
再
編
し
、

キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
エ
リ
ー
ト
／
ア
ン
ダ
ー
ク
ラ
ス
を
選
別
す
る
接
続
権
の
配
分
を
通
し
た
統
治
と
し
て
作
動
し
て
い
る
。
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② �

バ
ー
チ
ャ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
条
件
や
生
活
環
境
に
よ
っ
て
接
続
の
質
が
分
化
し
、
学
習
経
験

や
参
加
機
会
の
不
平
等
を
生
む
移
動
の
再
編
と
新
た
な
格
差
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
、
接
続
を
増
幅
す
る
こ
と
で

共
在
を
拡
張
す
る
一
方
で
、
同
時
に
接
続
の
外
部
を
生
成
し
う
る
と
い
うgovernm

obility

の
両
義
性
が
示
さ
れ
る
。

　

③ ��

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
資
本
主
義
の
下
で
は
、
ラ
ン
キ
ン
グ
や
レ
ビ
ュ
ー
、
規
約
変
更
、
報
酬
配
分
が
移
動
の
条
件
を
定

義
す
る
装
置
と
な
り
、
フ
ー
コ
ー
が
指
摘
し
た
環
境
を
設
計
し
て
行
為
可
能
性
を
調
整
す
る
統
治
性
の
論
理
が
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
し
て
徹
底
さ
れ
る
こ
と
で
、
主
体
は
評
価
に
応
答
す
る
形
の
自
己
統
治
に
基
づ
く
移
動
へ
と
組
み
込

ま
れ
る
。

　

④ �

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
／
A
I
は
計
算
と
最
適
化
を
通
じ
て
移
動
の
配
分
や
可
視
性
を
主
体
の
自
己
統
治
の
事
前
に
構
成
し
、

主
体
が
関
与
し
な
い
レ
ベ
ル
で
作
動
す
る
計
算
さ
れ
た
環
境
を
構
築
す
る
。

　

こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
を
め
ぐ
る
批
判
的
研
究
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
研

究
゠
C
D
M
S
（Critical D

igital M
obilities Studies

）
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
C
D
M
S
は
次
の
よ
う
な
問
い
を
中
核
に
据

え
て
議
論
す
る
必
要
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

① �

デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
社
会
階
層
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
居
住
地
域
、
国
籍
、
障
が
い
、
年
齢
と
い
っ
た
移
動
者

の
多
面
的
側
面
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か

　

② �

デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
、
移
動
を
め
ぐ
る
格
差
や
不
平
等
を
ど
の
よ
う
に
変
え
る
の
か

　

③ �

デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
の
関
連
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
移
動
像
／
移
動
者
像
を
理
想
化

し
、
規
範
化
す
る
の
か

　

④ �

移
動
の
デ
ー
タ
化
、
移
動
経
験
や
移
動
主
体
を
ど
の
よ
う
に
可
視
化
／
不
可
視
化
す
る
か

　

⑤ �

移
動
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
は
、
移
動
の
責
任
と
リ
ス
ク
を
誰
に
移
転
す
る
の
か

（
1
）  

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
の
射
程
を「
デ
ー
タ
化
」へ
拡
張
す
る

　

最
後
に
、
C
D
M
S
の
観
点
を
研
究
に
と
ど
ま
ら
な
い
実
装
へ
と
接
続
す
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
、

移
動
の
不
平
等
を
扱
う
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
と
、
そ
れ
に
デ
ー
タ
化
／
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
化
が
も
た
ら
す
権
力
作
用

を
組
み
込
む
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
の
視
点
を
参
照
し
た
い
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
（m

obility justice

）
は
、
移
動
を
め
ぐ
る
不
平
等
を
、
資
源
配
分
の
問
題
に
還
元
せ
ず
、

権
力
と
統
治
の
作
用
が
（
不
）
均
等
な
移
動
／
不
動
の
パ
タ
ー
ン
を
い
か
に
形
づ
く
る
か
を
問
う
包
括
概
念
で
あ
る
。
こ
の

概
念
を
提
起
し
た
社
会
学
者
の
ミ
ミ
・
シ
ェ
ラ
ー
は
、
そ
れ
を
権
力
と
不
平
等
が
移
動
の
統
治
・
管
理
を
媒
介
し
て
、
社
会

に
お
け
る
移
動
性
／
不
動
性
の
連
関
を
編
成
す
る
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
た［
18
］。

　

こ
の
観
点
は
近
年
、
分
配
だ
け
で
な
く
、
意
思
決
定
へ
の
関
与
や
参
加
の
プ
ロ
セ
ス
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
「
何
が
問
題
と

し
て
把
握
さ
れ
、
誰
の
経
験
が
数
え
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
知
の
次
元
へ
と
射
程
を
拡
張
し
て
き
て
い
る［
25
］。

　

そ
し
て
現
在
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
統
治
と
不
平
等
の
中
核
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
入
り
込
ん
で
き
た
こ
と
で
、
移
動
の
正
義
を

め
ぐ
る
争
点
も
不
可
避
に
再
編
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
公
共
交
通
の
利
用
可
能
性
は
、
運
賃
や
路
線
、
時
刻
表
だ
け
で

な
く
、
ア
プ
リ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
な
ア
ク
セ
ス
条
件
を
含
む
よ
う
に
な

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
を
実
装
す
る

3
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り
、
そ
の
導
入
様
式
に
よ
っ
て
は
高
齢
者
・
低
所
得
層
等
の
排
除
リ
ス
ク
が
具
体
的
に
生
じ
う
る［
11
］。

（
2
）「
デ
ー
タ
正
義
」と
の
接
続
―
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス

　

デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
社
会
に
お
け
る
正
義
論
と
し
て
、
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
／
デ
ー
タ
正
義
を
め
ぐ
る
議
論
は
、

人
々
が
デ
ー
タ
生
成
を
通
じ
て
「
ど
の
よ
う
に
可
視
化
さ
れ
、
表
象
さ
れ
、
扱
わ
れ
る
か
」
と
い
う
権
力
作
用
を
中
心
的
な

問
題
と
し
て
き
た
。T

aylor
［
22
］
は
デ
ー
タ
正
義
を
、
デ
ー
タ
生
成
の
結
果
と
し
て
の
可
視
化
・
表
象
・
扱
わ
れ
方
の
公
正

と
し
て
定
義
し
、
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
世
界
を
通
過
す
る
倫
理
的
な
道
筋
の
必
要
を
強
調
す
る
。
ま
たD

encik

ら［
7
］
は
、
デ

ー
タ
正
義
が
、
効
率
や
安
全
保
障
、
あ
る
い
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
デ
ー
タ
保
護
に
偏
り
が
ち
な
議
論
を
超
え
、
権
力
、
政
治
、

包
摂
／
排
除
、
利
害
を
、
倫
理
や
自
治
、
信
頼
、
説
明
責
任
、
統
治
、
市
民
性
と
い
っ
た
論
点
へ
接
続
し
う
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。

　

そ
し
て
近
年
、
こ
う
し
た
議
論
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
るBehrendt &

 Sheller

［
3
］
は
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ス
テ

ィ
ス
と
デ
ー
タ
正
義
の
間
に
体
系
的
統
合
が
不
足
し
て
き
た
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
両
者
を
架
橋
す
る
枠
組
み
と
し
て

「
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
（m

obility data justice

）」
を
提
起
し
て
い
る
。

　

モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
が
重
要
な
の
は
、
移
動
の
正
義
を
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
移
動
資
源
の
配

分
に
閉
じ
ず
、
デ
ー
タ
の
取
得
、
所
有
、
ア
ク
セ
ス
や
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
処
理
が
決
め
る
移
動
可
能
性
、
移
動
を
め
ぐ
る
測
定
、

表
象
が
政
策
課
題
を
組
み
替
え
る
過
程
ま
で
含
め
て
、
正
義
の
対
象
と
し
て
再
定
義
す
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
題

は
単
な
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
を
超
え
て
、
A
I
・
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
理
解
可
能
性
、
適
応
可
能
性
の
格
差

と
し
て
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
・
デ
バ
イ
ド［
24
］
を
伴
い
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
は
、

移
動
の
デ
ー
タ
化
を
中
立
的
で
効
率
的
な
も
の
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
誰
が
数
え
ら
れ
、
誰
が
見
え
な
く
さ
れ
、
ど
の

移
動
が
最
適
化
の
対
象
と
な
る
の
か
と
い
う
政
治
性
そ
の
も
の
を
問
う
枠
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
3
）
実
装
の
論
点
―
分
配
的
実
装
・
手
続
き
的
実
装
・
認
識
論
的
実
装

　

つ
づ
い
て
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
デ
ー
タ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
の
議
論
も
踏
ま
え
た
C
D
M
S
の
知
見
を
現
場
で
運
用
可
能
に
す

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
簡
単
に
示
し
た
い
。
こ
こ
で
は
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
を
め

ぐ
る
議
論
が
整
理
し
て
き
た
分
配
、
手
続
き
、
認
識
論
と
い
う
三
次
元
を
、
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
ー
タ
基
盤
の
設
計
へ
落

と
し
直
す
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
援
用
し
た
い
。

・
分
配
的
実
装
゠
ア
ク
セ
ス
保
障
と
デ
ー
タ
／
移
動
の
公
共
価
値
へ
の
着
目

　

第
一
に
、
C
D
M
S
に
お
い
て
移
動
を
め
ぐ
る
分
配
的
正
義
は
、
運
賃
や
路
線
に
加
え
て
、
ア
プ
リ
・
決
済
・
I
D
連
携

な
ど
の
新
し
い
利
用
条
件
を
含
む
形
で
再
定
義
さ
れ
、
実
装
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
運
賃
制

度
は
利
便
性
の
一
方
で
、
非
保
有
者
や
周
縁
層
の
排
除
を
生
み
う
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
交
通
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
が

ア
プ
リ
事
業
を
通
じ
て
収
益
化
さ
れ
る
局
面
で
は
、「
オ
ー
プ
ン
＝
善
」
と
は
限
ら
ず
、
公
共
部
門
が
公
共
価
値
を
確
保
で

き
る
契
約
や
再
投
資
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
設
計
が
問
わ
れ
る［
23
］。
し
た
が
っ
て
実
装
の
際
に
は
、
端
末
・
回
線
・
決
済
・
I
D

の
到
達
可
能
性
、
非
デ
ジ
タ
ル
代
替
手
段
（
窓
口
・
紙
・
電
話
等
）
の
担
保
、
公
共
デ
ー
タ
利
用
に
関
す
る
公
的
リ
タ
ー
ン
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の
設
計
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

・
手
続
き
的
実
装
゠
共
同
設
計
と
参
加
可
能
性
の
設
計

　

手
続
き
的
正
義
は
、
単
に
「
参
加
の
場
を
設
け
た
か
」
だ
け
で
な
く
、
誰
が
実
質
的
に
参
加
で
き
、
設
計
に
影
響
し
う
る

か
自
体
を
問
い
な
お
す
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
参
加
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
市
民
中
心
を
掲
げ
つ
つ
選
別
的
に
作
動
し

う
る
こ
と
、
参
加
の
段
階
に
よ
っ
て
包
摂
／
排
除
が
生
じ
う
る
こ
と［
5
］、
他
方
で
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
な
ど
は
、
権
力
差
を
温

存
し
う
る
一
方
で
、
設
計
次
第
で
は
市
民
側
の
影
響
力
を
実
質
化
し
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る［
15
］。
そ
の
た
め
、

C
D
M
S
の
実
装
で
は
、
会
合
の
形
式
や
時
間
帯
、
言
語
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
、
ケ
ア
責
任
へ
の
支
援
、
デ
ー
タ
利
用
の

説
明
責
任
を
参
加
可
能
性
の
条
件
と
し
て
組
み
込
み
、
そ
の
仕
組
み
を
設
計
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

・
認
識
論
的
実
装
゠
ど
の
移
動
が
測
ら
れ
、
ど
の
移
動
が
消
え
る
の
か

　

認
識
論
的
正
義
は
、「
何
が
価
値
と
し
て
測
定
さ
れ
、
誰
が
可
視
化
／
不
可
視
化
さ
れ
る
か
」
を
問
う
。
デ
ー
タ
正
義
論

は
、
デ
ー
タ
生
成
が
も
た
ら
す
（
不
）
可
視
性
や
表
象
、
扱
わ
れ
方
の
公
正
を
正
面
か
ら
論
じ
て
き
た［
22
］。
モ
ビ
リ
テ
ィ

の
領
域
で
も
、
量
的
指
標
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
に
偏
っ
た
最
適
化
が
デ
ー
タ
に
な
り
や
す
い
移
動
を
中
心
化
し
、
デ
ー

タ
に
な
り
に
く
い
移
動
（
ケ
ア
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
、
非
正
規
労
働
の
移
動
、
端
末
非
保
有
者
の
移
動
等
）
を
政
策
か
ら
漏
れ
さ

せ
る
危
険
が
あ
る［
3
］。
し
た
が
っ
て
実
装
の
際
に
は
、
K
P
I
の
前
提
を
点
検
す
る
仕
組
み
と
し
て
の
定
性
調
査
の
制
度

化
や
当
事
者
レ
ビ
ュ
ー
を
制
度
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
学
術
分
野
と
企
業
の
共
同
で
C
D
M
S
を
実
装
す
る
た
め
に

　

C
D
M
S
の
実
装
は
、
学
術
研
究
と
企
業
や
自
治
体
の
共
同
に
よ
っ
て
促
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
で
は
一
体
、
ど
の
よ
う

な
共
同
方
法
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が
あ
る
C
A
S
E
＊
2

や
M
a
a
S
関
連
の
事
業
に
携
わ
る
大
手
I
T
企
業
と
議
論

し
た
際
に
共
同
可
能
性
が
あ
る
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
が
っ
た
の
は
、
調
査
や
デ
ー
タ
収
集
の
「
項
目
設
計
」
段
階
の
共
同
で

あ
っ
た
。
移
動
を
め
ぐ
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
を
念
頭
に
置
い
た
と
き
変
数
を
ど
う
す
べ
き
か
、
調
査
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ

ッ
プ
を
ど
の
程
度
考
慮
す
る
か
と
い
っ
た
調
査
設
計
に
お
け
る
見
え
な
い
規
範
性
の
次
元
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
は
有
効
な

実
践
で
あ
る
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
と
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
普
及
段
階
に
お
い
て
、
人
々
に
リ
ス
ク

も
正
し
く
知
っ
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
可
否
を
判
断
し
て
も
ら
う
た
め
の
科
学
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
の
検
討
や

そ
の
実
践
に
も
共
同
可
能
性
が
あ
る
。

　

今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
を
め
ぐ
る
解
放
と
不
平
等
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
分
野
や
所
属
を
超
え
た
共
同
に

よ
り
政
策
・
市
場
・
地
域
・
国
境
と
い
っ
た
複
数
ア
リ
ー
ナ
に
ま
た
が
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
の
時
代
に
お
け
る
理
論
的
射
程
を
、
制
度
設
計
と
実
装
の
現
場
へ
と
橋
渡
し

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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